
証券コード 1833
平成23年６月９日

株 主 各 位
大阪市阿倍野区松崎町二丁目２番２号

株式会社 奥 村 組
代表取締役社長 奥 村 太加典

第74回定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。

このたびの東日本大震災により被災された皆様には、心よりお見舞い申しあげます。
さて、当社第74回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださ

いますようご通知申しあげます。
なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができます

ので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討くださいまして、同封の議決権
行使書用紙に議案に対する賛否をご表示のうえ、平成23年６月28日（火曜日）午後５
時15分までに到着するようご返送くださいますようお願い申しあげます。

敬 具

記

１．日 時 平成23年６月29日(水曜日）午前10時

２．場 所 大阪市阿倍野区松崎町二丁目２番２号 当社本店

３．会議の目的事項

報告事項 １. 第74期（自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日）事業報告、連結計算書類ならびに会計

監査人および監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

２. 第74期（自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日）計算書類報告の件

決議事項

第１号議案 剰余金の処分の件

第２号議案 取締役９名選任の件

第３号議案 監査役１名選任の件

以 上

◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付へご提出くださいますよ
うお願い申しあげます。

◎株主総会参考書類ならびに事業報告、計算書類および連結計算書類に修正が生じた場合は、イ
ンターネット上の当社ウェブサイト（http://www.okumuragumi.co.jp/）に掲載させていただ
きます。
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(添付書類)

事 業 報 告 （自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日）

１．企業集団の現況に関する事項

(1) 事業の経過およびその成果

当連結会計年度のわが国経済は、企業収益の持ち直しから緩やかな回復基調で

推移してきたものの、円高の進行や輸出の減速などにより下押しされる場面もあ

り、こうした影響を受けた建設業界においては、民間設備投資の低迷が続く一方

で、公共投資も大きく削減されるなど市場の縮小にともなう熾烈な競争環境に置

かれました。

当社グループにおきましては、売上高は、前年同期に比べ3.0％減少した

192,617百万円となりましたが、売上総利益が利益率の好転により同21.1％増加し

た19,276百万円となり、営業利益は同291.2％増加した3,380百万円、経常利益は

同101.1％増加した4,500百万円と前年同期を大幅に上回ることができました。こ

の結果、特別損失に投資有価証券評価損701百万円を計上したものの、当期純利益

は同453.2％増加した3,604百万円となりました。

当社の部門別受注高・売上高・次期繰越高

(単位 百万円)

区 分 前期繰越高 当期受注高 当期売上高 次期繰越高

建
設
事
業

土 木 工 事 127,254 41,505 81,359 87,400

建 築 工 事 143,009 91,336 101,281 133,064

計 270,263 132,842 182,640 220,465

不 動 産 事 業 等 ―― ―― 5,328 ――

合 計 270,263 132,842 187,969 220,465
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(2) 設備投資の状況

当連結会計年度に実施した設備投資の総額は2,391百万円で、このうち、主なも
のは賃貸用土地・建物であります。

(3) 資金調達の状況

当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行２行と総額
60億円のコミットメントライン契約を締結しております。なお、当連結会計年度
末現在において、本契約に基づく借入金残高はありません。

(4) 対処すべき課題

わが国経済の先行きは、東日本大震災の影響などにより当面弱含みで推移する
ものと見られており、建設業界においては、民間設備投資の回復時期や資機材価
格の変動等の状況如何によって、業績が大きく左右されることが予想されます。
このような中、当社グループといたしましては、平成20年度に策定しました中

期５ヵ年計画に掲げる各種の施策を鋭意実践しているところであり、収益力をは
じめとして着実に成果が表れてきていることから、引き続き経常利益60億円以上、
連結経常利益65億円以上の確保という最大の目標に向かって邁進してまいる所存
であります。
建設事業につきましては、市場の縮小や取り巻く環境の目まぐるしい変化を受

け、受注競争が一段と厳しさを増している状況にあり、採算重視の姿勢を堅持し
つつ一定の事業量を確保していくことが当面の最重要課題となりますが、コスト
ダウンの徹底や見積り精度の向上を軸とした価格競争力の強化、顧客ニーズを満
足する技術提案や品質の提供などを通じ、この相反する難題を克服してまいりた
いと考えております。
不動産事業につきましては、当社における安定収益の確保に大いに寄与してお

り、収益不動産の取得および社有地を有効活用した賃貸事業に関しましては、慎
重かつ積極的に取り組んでまいります。
なお、組織面におきましては、これまでも東西２支社体制をコアとする事業部

門の改編、本社部門における土木・建築・管理の３本部制の採用と集約など、事
業環境に即した執行・管理体制の合理化と業務の効率化を進め現在の姿となって
おりますが、さらなる高みを目指し、改善と工夫を続けてまいります。
当社といたしましては、今後とも株主の皆様のご期待に応えられますよう、高

収益体質への転換、経営効率の改善および健全な財務体質の維持を柱に経営努力
を重ねる一方、社会的責任を果たすべく東日本大震災復興支援の面においても尽
力してまいる所存でありますので、何卒ご理解とご支援を賜りますようお願い申
しあげます。
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(5) 財産および損益の状況の推移

(当社グループの財産および損益の状況の推移) （単位 百万円）

区 分
第71期

（自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日）

第72期

（自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日）

第73期

（自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日）

第74期

（自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日）

売 上 高 254,089 226,973 198,493 192,617

当 期 純 利 益 △ 32,475 △ 3,405 651 3,604

１株当たり当期純利益 △ 162
円
32

銭
△ 17

円
03

銭
3
円
26

銭
18

円
04

銭

総 資 産 332,711 293,677 241,758 229,771

純 資 産 128,819 115,155 115,468 114,387

(当社の財産および損益の状況の推移) （単位 百万円）

区 分
第71期

（自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日）

第72期

（自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日）

第73期

（自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日）

第74期

（自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日）

受 注 高 175,088 167,517 169,436 132,842

売 上 高 249,844 220,760 199,561 187,969

当 期 純 利 益 △ 32,514 △ 3,799 649 3,593

１株当たり当期純利益 △ 162
円
51

銭
△ 19

円
00

銭
3
円
24

銭
17

円
98

銭

総 資 産 328,082 288,492 236,532 224,902

純 資 産 127,006 113,034 113,319 112,187

(6) 重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金 当社の出資比率 主 要 な 事 業 内 容

奥村機械製作株式会社 100百万円 100.0％ 建設資機材等の製造・販売

太 平 不 動 産 株 式 会 社 20 100.0 不動産の斡旋・販売・賃貸他

(注) 当社の連結子会社は、上記の重要な子会社の２社であります。
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(7) 主要な事業内容

当社グループは、建設事業、不動産事業を主な事業の内容としております。

主な事業会社である当社は、建設業法により特定建設業者として平成19年11月

30日国土交通大臣許可（特－19）第2200号の更新許可を受け、土木、建築ならび

にこれらに関連する事業を行っております。

また、宅地建物取引業法により宅地建物取引業者として平成19年10月５日国土

交通大臣免許（11）第1688号の更新免許を受け、不動産に関する事業を行ってお

ります。

(8) 従業員の状況

① 当社グループの従業員の状況

区 分 従 業 員 数 前 期 末 比 増 減

建 設 事 業 1,889
名

△41
名

不 動 産 事 業 14
名

2
名

そ の 他 の 事 業 63
名

5
名

合 計 1,966
名

△34
名

② 当社の従業員の状況

従 業 員 数 前期末比増減 平 均 年 齢 平均勤続年数

1,899
名

△41
名

43.3
歳

19.1
年
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(9) 主要な営業所

① 当 社

本 社 大阪市阿倍野区松崎町二丁目２番２号

東 京 本 社 東 京 都 港 区 芝 五 丁 目 ６ 番 １ 号

支 社 東日本支社 (東京都港区) 西日本支社 (大 阪 市)

支 店 札 幌 支 店 (札 幌 市) 関 西 支 店 (大 阪 市)

東 北 支 店 (仙 台 市) 広 島 支 店 (広 島 市)

東 京 支 店 (東京都港区) 四 国 支 店 (高 松 市)

名古屋支店 (名 古 屋 市) 九 州 支 店 (北 九 州 市)

技術研究所 (つ く ば 市)

② 子 会 社

奥村機械製作株式会社 (大 阪 市)

太 平 不 動 産 株 式 会 社 (東京都港区)

(10) 主要な借入先

借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 り そ な 銀 行 4,000 百万円

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 4,000
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２．会社の株式に関する事項

(1) 発行可能株式総数 480,376,000株

(2) 発行済株式の総数（自己株式28,549,412株を含む） 228,326,133株

(3) 株 主 数 18,399名

(4) 大 株 主

株 主 名 持 株 数 持株比率

NORTHERN TRUST CO.(AVFC)SUB A/C AMERICAN CLIENTS 17,019
千株

8.5
％

奥 村 組 従 業 員 持 株 会 7,152 3.6

BBH/BLACKROCK GLOBAL ALLOCATION FUND, INC. 6,948 3.5

NORTHERN TRUST CO. AVFC RE U.S. TAX EXEMPTED PENSION FUNDS 6,530 3.3

株 式 会 社 り そ な 銀 行 6,074 3.0

住 友 不 動 産 株 式 会 社 6,050 3.0

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 5,934 3.0

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口) 5,802 2.9

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 5,568 2.8

日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト 信 託 銀 行 株 式 会 社 ( 信 託 口 ) 4,625 2.3

(注) 1．当社は自己株式28,549,412株を保有しておりますが、上記から除いております。
2．持株比率は、自己株式を除いて算出しております。
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３．会社役員に関する事項

(1) 取締役および監査役の氏名等

会社における地位 氏 名 担 当 重要な兼職の状況

代表取締役社長 奥 村 太加典

代 表 取 締 役 平 子 高 育 管理本部長

取 締 役 山 口 俊 男 東京本社営業担当

取 締 役 高 見 一 夫 東日本支社長

取 締 役 青 木 浩 三 西日本支社長

取 締 役 土 谷 　誠 土木本部長

取 締 役 小 林 俊 雄 東日本支社副支社長

取 締 役 藤 岡 誠 一 建築本部長

取 締 役 水 野 勇 一 東日本支社副支社長

常 勤 監 査 役 角 倉 正治郎

常 勤 監 査 役 西 上 雄 策

監 査 役 伊 藤 愼 二 弁護士(伊藤愼二法律事務所代表)

監 査 役 出 島 信 彦 税理士(出島信彦税理士事務所代表)

監 査 役 髙 橋 義 雄
公認会計士・税理士（高橋公認会計
士事務所代表）

(注) 1．監査役伊藤愼二、出島信彦、髙橋義雄の３氏は、社外監査役であります。
2．監査役伊藤愼二、出島信彦、髙橋義雄の３氏は、東京証券取引所および大阪証券取引所の定め

に基づく独立役員であります。
3．常勤監査役角倉正治郎氏は、長年にわたる経理部門の経験を有しており、財務および会計に関

する相当程度の知見を有するものであります。
4．監査役出島信彦氏は、税理士の資格を有しており、財務および会計に関する相当程度の知見を

有するものであります。
5．監査役出島信彦氏は、株式会社ノザワの社外監査役の職にありましたが、平成22年６月29日付

で退任しております。
6．監査役髙橋義雄氏は、公認会計士および税理士の資格を有しており、財務および会計に関する

相当程度の知見を有するものであります。
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7．当社は執行役員制度を導入しており、執行役員の役職および氏名は次のとおりであります。
　 ＊印は、取締役兼務であります。

＊専 務 執 行 役 員 (管 理 本 部 長) 平 子 高 育

＊専 務 執 行 役 員 (東 京 本 社 営 業 担 当) 山 口 俊 男

常 務 執 行 役 員 (東 京 本 社 営 業 担 当) 橋 本 正

常 務 執 行 役 員 (東 京 本 社 営 業 担 当) 小 木 芳 國

常 務 執 行 役 員 (東 京 本 社 営 業 担 当) 白 波 瀬 正 道

＊常 務 執 行 役 員 (東 日 本 支 社 長) 高 見 一 夫

＊常 務 執 行 役 員 (西 日 本 支 社 長) 青 木 浩 三

＊常 務 執 行 役 員 (土 木 本 部 長) 土 谷 誠

執 行 役 員 (本 社 営 業 担 当) 塚 本 幸 三

執 行 役 員 (東 京 本 社 営 業 担 当) 肥 田 明 義

執 行 役 員 (本 社 営 業 担 当) 南 兼 一 郎

執 行 役 員 (東 京 本 社 管 理 担 当) 清 水 利 治

執 行 役 員 (西日本支社広島支店長) 江 隅 幸 治

＊執 行 役 員 (東 日 本 支 社 副 支 社 長) 小 林 俊 雄

執 行 役 員 (西日本支社九州支店長) 大 石 宏 和

＊執 行 役 員 (建 築 本 部 長) 藤 岡 誠 一

執 行 役 員 (東 京 本 社 技 術 担 当) 飯 田 廣 臣

執 行 役 員 (東 京 本 社 営 業 担 当) 栗 田 猛 志

執 行 役 員 (西日本支社関西支店長) 山 口 慶 治

＊執 行 役 員 (東 日 本 支 社 副 支 社 長) 水 野 勇 一
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(2) 取締役および監査役の報酬等の額

取締役 12名 183百万円

監査役 ６名 46百万円（うち社外 ４名 16百万円）

(注）上記には、平成22年６月29日開催の第73回定時株主総会終結の時をもって退任した取締役３
名、社外監査役１名に対する報酬等を含んでおります。

(3) 社外役員に関する事項

① 重要な兼職先である他の法人等と当社との関係

社外監査役伊藤愼二氏の兼職先である伊藤愼二法律事務所と当社の間には特

別の関係はありません。

社外監査役出島信彦氏の兼職先である出島信彦税理士事務所と当社の間には

特別の関係はありません。

社外監査役髙橋義雄氏の兼職先である高橋公認会計士事務所と当社の間には

特別の関係はありません。

② 当事業年度における主な活動状況

区 分 氏 名 主な活動状況

監 査 役 伊 藤 愼 二

当事業年度開催の取締役会14回、監査役会15回のす
べてに出席し、主に弁護士としての専門的見地から、
議案・審議等につき必要な発言を適宜行っておりま
す。

監 査 役 出 島 信 彦

当事業年度開催の取締役会14回、監査役会15回のす
べてに出席し、主に税理士としての専門的見地から、
議案・審議等につき必要な発言を適宜行っておりま
す。

監 査 役 髙 橋 義 雄

監査役就任以降に開催された取締役会12回、監査役
会11回のすべてに出席し、主に公認会計士および税
理士としての専門的見地から、議案・審議等につき
必要な発言を適宜行っております。
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４．会計監査人の状況

(1) 会計監査人の名称

有限責任監査法人トーマツ

(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

① 当事業年度に係る会計監査人としての報酬等

　 46百万円

② 当社および当社子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額

　 50百万円

(注) 当社と会計監査人との間において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の
監査報酬の額を区分しておらず、実質的にも区分できないため、上記の金額にはこれらの
合計額を記載しております。

③ 非監査業務の内容

当社は、会計監査人より、国際財務報告基準に関する助言・指導を受けてお

ります。

(3) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針

取締役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると

判断した場合は、監査役会の同意を得たうえで、または、監査役会の請求に基づ

いて、会計監査人の解任または不再任を株主総会の会議の目的とすることといた

します。

監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると

認められる場合は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。

この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会にお

きまして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。

― 11 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2011年05月26日 13時10分 $FOLDER; 11ページ （Tess 1.40 20110126_02）



５．業務の適正を確保するための体制

当社は、絶えず変動する経営環境の中で、企業として社会的責任を果たしつつ、

事業にともなうリスクを管理し収益を上げていくため、内部統制システムの適切な

整備、運用を図ることとしており、この基本的な考え方に基づき、会社法（平成17

年法律第86号）第362条第４項第６号および第５項に規定する次の10項目について、

取締役会において決議いたしております。

① 取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制

② 使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制

③ 取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制

④ 損失の危機の管理に関する規程その他の体制

⑤ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

⑥ 当該株式会社並びにその親会社および子会社から成る企業集団における業務

の適正を確保するための体制

⑦ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該

使用人に関する事項

⑧ 補助使用人の取締役からの独立性に関する事項

⑨ 取締役および使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告

に関する体制

⑩ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(注) 本事業報告中の記載金額および株式数は、表示単位未満の端数を切り捨てております。
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連結貸借対照表
(平成23年３月31日現在)

(単位 百万円)

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産 164,751 流 動 負 債 103,541

現 金 預 金 25,953 支払手形・工事未払金等 46,803

受取手形・完成工事未収入金等 84,612 短 期 借 入 金 11,290

有 価 証 券 9,001 リ ー ス 債 務 8

未 成 工 事 支 出 金 27,281 未 払 法 人 税 等 205

その他のたな卸資産 12,751 未 成 工 事 受 入 金 25,928

そ の 他 8,633 完成工事補償引当金 347

貸 倒 引 当 金 △3,481 賞 与 引 当 金 1,829

固 定 資 産 65,019 工 事 損 失 引 当 金 4,271

有 形 固 定 資 産 25,948 資 産 除 去 債 務 71

建 物 ・ 構 築 物 7,523 そ の 他 12,783

機械・運搬具・工具器具・備品 410 固 定 負 債 11,843

土 地 17,965 長 期 借 入 金 181

リ ー ス 資 産 28 リ ー ス 債 務 21

建 設 仮 勘 定 19 繰 延 税 金 負 債 6,242

無 形 固 定 資 産 269 退 職 給 付 引 当 金 4,683

投資その他の資産 38,801 資 産 除 去 債 務 52

投 資 有 価 証 券 37,702 負 の の れ ん 567

長 期 貸 付 金 1,086 そ の 他 94

そ の 他 4,263 負 債 合 計 115,384

貸 倒 引 当 金 △4,250 純 資 産 の 部

株 主 資 本 106,823

資 本 金 19,838

資 本 剰 余 金 25,326

利 益 剰 余 金 74,006

自 己 株 式 △12,348

その他の包括利益累計額 7,563

その他有価証券評価差額金 7,563

純 資 産 合 計 114,387

資 産 合 計 229,771 負 債 純 資 産 合 計 229,771
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連結損益計算書

（自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日）

(単位 百万円)

売 上 高

完 成 工 事 高 182,640

不 動 産 事 業 等 売 上 高 9,976 192,617

売 上 原 価

完 成 工 事 原 価 166,077

不動産事業等売上原価 7,262 173,340

売 上 総 利 益

完 成 工 事 総 利 益 16,562

不 動 産 事 業 等 総 利 益 2,713 19,276

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 15,896

営 業 利 益 3,380

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 951

負 の の れ ん 償 却 額 283

そ の 他 202 1,437

営 業 外 費 用

支 払 利 息 192

為 替 差 損 65

そ の 他 59 317

経 常 利 益 4,500

特 別 利 益

前 期 損 益 修 正 益 179

固 定 資 産 売 却 益 0

投 資 有 価 証 券 売 却 益 43 223

特 別 損 失

前 期 損 益 修 正 損 180

固 定 資 産 売 却 損 0

投 資 有 価 証 券 評 価 損 701

固 定 資 産 除 却 損 7

固 定 資 産 圧 縮 損 2

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 111 1,003

税金等調整前当期純利益 3,719

法人税、住民税及び事業税 138

法 人 税 等 調 整 額 △23 114

少数株主損益調整前当期純利益 3,604

当 期 純 利 益 3,604
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連結株主資本等変動計算書

（自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日）

(単位 百万円)

株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

平成22年３月31日残高 19,838 25,327 72,200 △12,332 105,034

当連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 △1,798 △1,798

当期純利益 3,604 3,604

自己株式の取得 △17 △17

自己株式の処分 △0 1 0

株主資本以外の項目の当連結
会計年度中の変動額（純額）

当連結会計年度中の変動額合計 ― △0 1,806 △16 1,789

平成23年３月31日残高 19,838 25,326 74,006 △12,348 106,823

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

純 資 産 合 計
そ の 他 有 価 証 券
評 価 差 額 金

その他の包括利益
累 計 額 合 計

平成22年３月31日残高 10,434 10,434 115,468

当連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 △1,798

当期純利益 3,604

自己株式の取得 △17

自己株式の処分 0

株主資本以外の項目の当連結
会計年度中の変動額（純額）

△2,871 △2,871 △2,871

当連結会計年度中の変動額合計 △2,871 △2,871 △1,081

平成23年３月31日残高 7,563 7,563 114,387

― 15 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2011年05月26日 13時10分 $FOLDER; 15ページ （Tess 1.40 20110126_02）



連 結 注 記 表

１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記

(1) 連結の範囲に関する事項

①連結子会社の数 ２社

　連結子会社の名称 奥村機械製作㈱、太平不動産㈱

②非連結子会社の名称 オーエステー工業㈱、オーシー産業㈱、鎌倉温水プール

ＰＦＩ㈱、奥村機械製作股份有限公司、加須農業集落排

水ＰＦＩ㈱、木更津教育サービスＰＦＩ㈱、吹田南千里

ＰＦＩ㈱
(連結の範囲から除いた理由)

非連結子会社は、いずれも小規模会社であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合

う額）および利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼし

ていないため、連結の範囲から除外している。

(2) 持分法の適用に関する事項

①持分法を適用している非連結子会社および関連会社はない。

②持分法非適用の非連結子会社の名称 オーエステー工業㈱、オーシー産業㈱、鎌倉温水プール

ＰＦＩ㈱、奥村機械製作股份有限公司、加須農業集落排

水ＰＦＩ㈱、木更津教育サービスＰＦＩ㈱、吹田南千里

ＰＦＩ㈱
　持分法非適用の関連会社の名称 ㈱スイムシティ鹿児島

(持分法を適用しない理由)

上記の持分法非適用の非連結子会社および関連会社は、それぞれ当期純損益（持分に見合う額)

および利益剰余金（持分に見合う額）等に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要性が

ないため、持分法の適用から除外している。

(3) 会計処理基準に関する事項

①重要な資産の評価基準および評価方法

　 有価証券

　 満期保有目的の債券 償却原価法（定額法）

　 その他有価証券

　 時価のあるもの 連結決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全

部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法に

より算定）

　 時価のないもの 移動平均法による原価法

なお、投資事業有限責任組合およびそれに類する組合へ

の出資（金融商品取引法第２条第２項により有価証券と

みなされるもの）については、組合契約に規定される決

算報告日に応じて入手可能な最近の決算書を基礎とし、

持分相当額を純額で取り込む方法によっている。
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　 たな卸資産

　 未成工事支出金 個別法による原価法

　 その他のたな卸資産 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法により算定）

②重要な減価償却資産の減価償却の方法

有形固定資産

(リース資産を除く)

定率法

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設

備を除く）については定額法。

なお、耐用年数および残存価額については、法人税法に

規定する方法と同一の基準によっている。また、平成19

年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限

度額まで償却が終了した翌連結会計年度から５年間で均

等償却する方法によっている。

無形固定資産

(リース資産を除く)

定額法

なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と

同一の基準によっている。

ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内にお

ける利用可能期間に基づく定額法によっている。

リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資

産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

によっている。なお、リース取引開始日が平成20年３月

31日以前のリース取引については、通常の賃貸借取引に

係る方法に準じた会計処理によっている。
③重要な引当金の計上基準

貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につい

ては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上

している。

完成工事補償引当金 完成工事等に係るかし担保およびアフターサービス等の

費用に備えるため、当連結会計年度の完成工事高等に対

する将来の見積補償額を計上している。

賞与引当金 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給

見込額の当連結会計年度負担額を計上している。
工事損失引当金 受注工事に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年

度末手持工事のうち損失の発生が見込まれ、かつ、その

金額を合理的に見積もることができる工事について、損

失見込額を計上している。

― 17 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2011年05月26日 13時10分 $FOLDER; 17ページ （Tess 1.40 20110126_02）



退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末にお

ける退職給付債務および年金資産の見込額に基づき、当

連結会計年度末において発生していると認められる額を

計上している。会計基準変更時差異は、15年による均等

額について費用の減額処理をしている。過去勤務債務

は、発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一

定の年数（10年）による定額法により按分した額を費用

処理することとしている。数理計算上の差異は、各連結

会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以

内の一定の年数（10年）による定額法により按分した額

をそれぞれ発生連結会計年度の翌連結会計年度から費用

処理することとしている。
④重要な収益および費用の計上基準

完成工事高および完成工事原価

の計上基準

当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性

が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗

率の見積りは原価比例法）、その他の工事については工

事完成基準によっている。

なお、平成21年３月31日以前に着手した工事契約につい

ては工事完成基準によっているが、工期２年以上かつ請

負金額50億円以上の工事については、工事進行基準によ

っている。

⑤のれんの償却方法および償却期間
のれんは、原則５年で均等償却している。ただし、重要

性がない場合、発生連結会計年度に一括償却することと

している。なお、平成22年３月31日以前に発生した負の

のれんは原則５年で均等償却している。

⑥その他連結計算書類の作成のための重要な事項

消費税等の会計処理 税抜方式によっている。

(4) 会計方針の変更

資産除去債務に関する会計基準の適用

「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31日)及び「資産除去債

務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日)を当連結会

計年度から適用している。

これにより、当連結会計年度の営業利益、経常利益がそれぞれ３百万円、税金等調整前当期純利

益が114百万円減少している。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は127

百万円である。
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(5) 表示方法の変更

①「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）の適用に伴い、

当連結会計年度では、「少数株主損益調整前当期純利益」の科目で表示している。

②「包括利益の表示に関する会計基準」（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）の適用に伴い、

当連結会計年度より連結貸借対照表および連結株主資本等変動計算書における「評価・換算差額

等」は「その他の包括利益累計額」として表示する方法に変更している。

２．連結貸借対照表に関する注記

(1) 担保に供している資産および担保に係る債務

①下記の資産は長期借入金44百万円（うち短期借入金へ振替５百万円）および流動負債「その他」

（預り金）120百万円の担保に供している。

建 物 98百万円

土 地 54百万円

　 計 153百万円

②下記の資産はシールド機製作・納入に係る保証金として担保に供している。

現金預金（定期預金） 100百万円
③下記の資産は関係会社の借入金の担保に供している。

投資有価証券 74百万円
④下記の資産はPFI事業の契約履行義務等の担保に供している。

投資有価証券 1百万円
(2) 有形固定資産の減価償却累計額 14,841百万円
(3) 工事損失引当金に対応する未成工事支出金等の金額

損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金およびその他のたな卸資産（仕掛品）と

工事損失引当金は、相殺せずに両建てで表示している。損失の発生が見込まれる工事契約に係る

未成工事支出金等のうち、工事損失引当金に対応する額は1,867百万円である。

(4) 資産の所有目的の変更

所有目的の変更により、その他のたな卸資産（不動産事業支出金）から有形固定資産の土地へ

151百万円振替えている。

３．連結損益計算書に関する注記

(1) 工事進行基準による完成工事高 114,962百万円
(2) 売上原価のうち工事損失引当金繰入額 714百万円
(3) 研究開発費の総額 578百万円
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４．連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式の種類および総数に関する事項

株式の種類
前連結会計年度末
株 式 数

当連結会計年度
増 加 株 式 数

当連結会計年度
減 少 株 式 数

当連結会計年度末
株 式 数

普通株式 228,326,133株 ―株 ―株 228,326,133株

(2) 配当に関する事項

①配当金支払額

決 議 株 式 の 種 類
配当金の総額
( 百 万 円 )

１ 株 当 た り
配当額(円 )

基 準 日 効 力 発 生 日

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 1,798 9 平成22年３月31日 平成22年６月30日

②基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

次のとおり決議を予定している。

決 議 株式の 種 類
配当金の総額
( 百 万 円 )

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効力発生日

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 1,797 利益剰余金 9
平成23年
３月31日

平成23年
６月30日

５．金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

①金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金調達については銀行借入、資金運用については、低リスク、元本確保を原

則として主に短期的な預貯金等で運用する方針である。

②金融商品の内容およびそのリスクならびにリスク管理体制

営業債権である受取手形および完成工事未収入金等は、顧客の信用リスクに晒されている。

これらは取引ごとに期日管理および残高管理を行い、受注から債権回収完了まで取引先の状況を

継続的に把握する体制としている。

有価証券および投資有価証券は、満期保有目的の債券および主に業務上の関係を有する企業の株

式で、市場リスクに晒されている。

これらは定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、また、満期保有目的の債

券以外のものについては、取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直している。

営業債務である支払手形および工事未払金等は、そのほとんどが１年以内の支払期日である。

短期借入金は主に運転資金のために資金調達している。

営業債務や借入金は、流動性リスクに晒されているが、当社グループでは、月次に資金繰り計画

を作成するなどの方法により管理している。
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③金融商品の時価に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定され

た価額が含まれている。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提

条件等を採用することにより、当該価額が変動することもある。

(2) 金融商品の時価等に関する事項

平成23年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、次のと

おりである。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるもの、独立行政法人福祉医療

機構の年金住宅資金貸付、独立行政法人雇用・能力開発機構の財形持家転貸融資に伴う借入金な

らびにこの転貸である貸付金は、次表には含まれていない（(注)2を参照）。

（単位 百万円）

連結貸借対照表

計 上 額
時 価 差 額

①現金預金 25,953 25,953 ―
②受取手形・完成工事未収入金等 84,612
　貸倒引当金(*) △3,339
　 81,273 81,198 △74
③有価証券および投資有価証券
　・満期保有目的の債券 9,000 9,000 ―
　・その他有価証券 35,960 35,960 ―
④長期貸付金 876
　貸倒引当金(*) △643

　 233 232 △0
資 産 計 152,419 152,344 △74

①支払手形・工事未払金等 46,803 46,803 ―
②短期借入金 11,272 11,272 ―
③リース債務 30 29 △1

負 債 計 58,106 58,105 △1
(*) 受取手形・完成工事未収入金等および長期貸付金に個別に計上している貸倒引当金を控除してい

る。
(注) 1．金融商品の時価の算定方法ならびに有価証券に関する事項

資 産
①現金預金
現金預金は、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額とほぼ等しいことから、当該帳簿価額
によっている。

②受取手形・完成工事未収入金等
これらの時価は、債権額を一定の期間ごとに分類し、１年以内に決済されるものは、帳簿価額
が時価とほぼ等しいことから当該帳簿価額、１年を超えて決済されるものは、期間に応じた国
債の利回り等適切な利率で割り引いた現在価値により算出している。
なお、時価は個別に計上している貸倒引当金を控除して算出している。

③有価証券および投資有価証券
譲渡性預金は、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額とほぼ等しいことから、当該帳簿価
額によっている。
株式は取引所の価格によっており、債券は取引金融機関から提示された価格によっている。
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④長期貸付金
長期貸付金の時価の算定は、一定の期間ごとに分類し、その将来キャッシュ・フローを国債の
利回り等適切な指標に信用スプレッドを上乗せした利率で割り引いた現在価値により算出して
いる。
また、貸倒懸念債権については担保および保証による回収見込額等により時価を算出してい
る。

負 債
①支払手形・工事未払金等、ならびに②短期借入金
これらは、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額とほぼ等しいことから、当該帳簿価額に
よっている。

③リース債務
リース債務の時価は、債務の合計額を新規に同様のリース取引をおこなった場合に想定される
利率で割り引いた現在価値により算出している。

2．非上場株式（連結貸借対照表計上額1,742百万円）、投資事業有限責任組合およびそれに類する
組合への出資（同１百万円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難
と認められるため、「③有価証券および投資有価証券」に含めていない。
独立行政法人福祉医療機構および独立行政法人雇用・能力開発機構からの借入（短期借入金：
連結貸借対照表計上額18百万円、長期借入金：同181百万円）および従業員への転貸（長期貸
付金：連結貸借対照表計上額209百万円）は、重要性が乏しいため記載していない。

６．賃貸等不動産に関する注記

当社および一部の連結子会社では、大阪府その他の地域において、賃貸土地や賃貸倉庫、賃貸オフ

ィスビルを所有している。

なお、賃貸倉庫の一部については、当社が使用しているため、賃貸等不動産として使用される部分

を含む不動産としている。

これら賃貸等不動産および賃貸等不動産として使用される部分を含む不動産に関する連結貸借対照

表計上額、当連結会計年度増減額および時価は、次のとおりである。

（単位 百万円）

連結貸借対照表計上額
当 連 結 会 計
年度末の時価前 連 結 会 計

年 度 末 残 高
当 連 結 会 計
年 度 増 減 額

当 連 結 会 計
年 度 末 残 高

賃貸等不動産 14,400 2,186 16,586 34,101

賃貸等不動産として使用さ
れる部分を含む不動産

1,536 △55 1,481 9,357

合 計 15,936 2,131 18,068 43,459

(注) 1．連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額である。
2．当連結会計年度末の時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づいて自社で算定した金額
（指標等を用いて調整を行ったものを含む。）である。
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また、賃貸等不動産および賃貸等不動産として使用される部分を含む不動産に関する当連結会計年

度における損益は、次のとおりである。

（単位 百万円）

連結損益計算書における金額

賃 貸 収 益 賃 貸 費 用 差 額

賃貸等不動産 2,234 560 1,673

賃貸等不動産として使用さ
れる部分を含む不動産

625 137 487

合 計 2,859 698 2,161

(注) 賃貸収益とこれに対応する賃貸費用（減価償却費、修繕費、保険料、租税公課等）は、それぞれ
「不動産事業等売上高」および「不動産事業等売上原価」に計上されている。

７．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たりの純資産額 572円57銭

(2) １株当たりの当期純利益 18円04銭

８．記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示している。
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貸 借 対 照 表
(平成23年３月31日現在)

(単位 百万円)

資 産 の 部 負 債 の 部
流 動 資 産 162,084 流 動 負 債 101,501
現 金 預 金 25,905 支 払 手 形 5,483
受 取 手 形 2,037 工 事 未 払 金 40,756
完成工事未収入金 79,886 短 期 借 入 金 11,290
有 価 証 券 9,001 リ ー ス 債 務 5
販 売 用 不 動 産 2,630 未 払 法 人 税 等 201
未 成 工 事 支 出 金 27,281 未 成 工 事 受 入 金 25,327
不動産事業支出金 3,018 預 り 金 7,680
短 期 貸 付 金 7,362 完成工事補償引当金 310
未 収 入 金 8,113 賞 与 引 当 金 1,799
そ の 他 452 工 事 損 失 引 当 金 4,171
貸 倒 引 当 金 △3,605 資 産 除 去 債 務 31

固 定 資 産 62,818 仮 受 消 費 税 等 3,555
有 形 固 定 資 産 20,147 そ の 他 888
建 物 ・ 構 築 物 6,365 固 定 負 債 11,214
機 械 ・ 運 搬 具 83 長 期 借 入 金 181
工 具 器 具 ・ 備 品 162 リ ー ス 債 務 11
土 地 13,500 繰 延 税 金 負 債 6,205
リ ー ス 資 産 15 退 職 給 付 引 当 金 4,683
建 設 仮 勘 定 19 資 産 除 去 債 務 40
無 形 固 定 資 産 265 そ の 他 91
投資その他の資産 42,405 負 債 合 計 112,715
投 資 有 価 証 券 37,158 純 資 産 の 部
関 係 会 社 株 式 407 株 主 資 本 104,615
長 期 貸 付 金 4,891 資 本 金 19,838
長 期 未 収 入 金 3,654 資 本 剰 余 金 25,326
そ の 他 589 資 本 準 備 金 25,322
貸 倒 引 当 金 △4,295 その他資本剰余金 4

利 益 剰 余 金 71,798
利 益 準 備 金 4,959
その他利益剰余金 66,838
特 別 償 却 準 備 金 2
固定資産圧縮積立金 3,242
固定資産圧縮特別勘定積立金 1
別 途 積 立 金 59,900
繰 越 利 益 剰 余 金 3,692

自 己 株 式 △12,348
評価・換算差額等 7,571
その他有価証券評価差額金 7,571
純 資 産 合 計 112,187

資 産 合 計 224,902 負 債 純 資 産 合 計 224,902
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損 益 計 算 書

（自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日）

(単位 百万円)

売 上 高

完 成 工 事 高 182,640

不 動 産 事 業 等 売 上 高 5,328 187,969

売 上 原 価

完 成 工 事 原 価 166,073

不動産事業等売上原価 3,228 169,301

売 上 総 利 益

完 成 工 事 総 利 益 16,567

不 動 産 事 業 等 総 利 益 2,100 18,668

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 15,485

営 業 利 益 3,183

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 1,164

そ の 他 208 1,372

営 業 外 費 用

支 払 利 息 192

そ の 他 58 251

経 常 利 益 4,304

特 別 利 益

前 期 損 益 修 正 益 167

固 定 資 産 売 却 益 0

投 資 有 価 証 券 売 却 益 43 211

特 別 損 失

前 期 損 益 修 正 損 39

固 定 資 産 売 却 損 0

投 資 有 価 証 券 評 価 損 701

固 定 資 産 除 却 損 6

固 定 資 産 圧 縮 損 2

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 59 811

税 引 前 当 期 純 利 益 3,704

法人税、住民税及び事業税 135

法 人 税 等 調 整 額 △23 111

当 期 純 利 益 3,593
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株主資本等変動計算書

（自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日）

(単位 百万円)

株 主 資 本

資本金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資 本
準備金

その他
資 本
剰余金

資 本
剰余金
合 計

利 益
準備金

そ の 他 利 益 剰 余 金

利 益
剰余金
合 計

特 別
償 却
準 備 金

固定資産
圧 縮
積 立 金

固定資産
圧 縮
特別勘定
積 立 金

別 途
積 立 金

繰越利益
剰 余 金

平成22年３月31日残高 19,838 25,322 5 25,327 4,959 3 3,284 ― 61,000 754 70,003

当期中の変動額

別途積立金の取崩 △1,100 1,100 ―

剰余金の配当 △1,798 △1,798

当期純利益 3,593 3,593

自己株式の取得

自己株式の処分 △0 △0

特別償却準備金の取崩 △0 0 ―

固定資産圧縮積立金の取崩 △42 42 ―

固定資産圧縮特別勘定積立
金の積立

1 △1 ―

株主資本以外の項目の当期
中の変動額(純額)

当期中の変動額合計 ― ― △0 △0 ― △0 △42 1 △1,100 2,937 1,795

平成23年３月31日残高 19,838 25,322 4 25,326 4,959 2 3,242 1 59,900 3,692 71,798
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　 (単位 百万円)

株 主 資 本 評価・換算差額等

純資産
合 計

自己株式
株主資本
合 計

そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

平成22年３月31日残高 △12,332 102,837 10,482 10,482 113,319

当期中の変動額

別途積立金の取崩 ― ―

剰余金の配当 △1,798 △1,798

当期純利益 3,593 3,593

自己株式の取得 △17 △17 △17

自己株式の処分 1 0 0

特別償却準備金の取崩 ― ―

固定資産圧縮積立金の取崩 ― ―

固定資産圧縮特別勘定積立
金の積立

― ―

株主資本以外の項目の当期
中の変動額(純額)

△2,910 △2,910 △2,910

当期中の変動額合計 △16 1,778 △2,910 △2,910 △1,132

平成23年３月31日残高 △12,348 104,615 7,571 7,571 112,187
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個 別 注 記 表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 資産の評価基準および評価方法

①有価証券

　 満期保有目的の債券 償却原価法（定額法）

　 子会社株式および関連会社株式 移動平均法による原価法

　 その他有価証券

　 時価のあるもの 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純

資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により

算定）

　 時価のないもの 移動平均法による原価法

なお、投資事業有限責任組合およびそれに類する組合へ

の出資（金融商品取引法第２条第２項により有価証券と

みなされるもの）については、組合契約に規定される決

算報告日に応じて入手可能な最近の決算書を基礎とし、

持分相当額を純額で取り込む方法によっている。

②たな卸資産

　 販売用不動産 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法により算定）

　 未成工事支出金 個別法による原価法

　 不動産事業支出金 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法により算定）

(2) 固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産

　(リース資産を除く)

定率法

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設

備を除く）については定額法。

なお、耐用年数および残存価額については、法人税法に

規定する方法と同一の基準によっている。また、平成19

年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限

度額まで償却が終了した翌期から５年間で均等償却する

方法によっている。

②無形固定資産

　(リース資産を除く)

定額法

なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と

同一の基準によっている。

ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内にお

ける利用可能期間に基づく定額法によっている。
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③リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資

産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

によっている。なお、リース取引開始日が平成20年３月

31日以前のリース取引については、通常の賃貸借取引に

係る方法に準じた会計処理によっている。
(3) 引当金の計上基準

①貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につい

ては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上

している。

②完成工事補償引当金 完成工事に係るかし担保およびアフターサービス等の費

用に備えるため、当期の完成工事高に対する将来の見積

補償額を計上している。

③賞与引当金 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給

見込額の当期負担額を計上している。

④工事損失引当金 受注工事に係る将来の損失に備えるため、当期末手持工

事のうち損失の発生が見込まれ、かつ、その金額を合理

的に見積もることができる工事について、損失見込額を

計上している。

⑤退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給

付債務および年金資産の見込額に基づき、当期末におい

て発生していると認められる額を計上している。会計基

準変更時差異（825百万円）は、15年による均等額につ

いて費用の減額処理をしている。過去勤務債務は、発生

時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数

(10年）による定額法により按分した額を費用処理する

こととしている。数理計算上の差異は、各期の発生時に

おける従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10

年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌

期から費用処理することとしている。
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(4) 完成工事高および完成工事原価の

計上基準

当期末までの進捗部分について成果の確実性が認められ

る工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積り

は原価比例法）、その他の工事については工事完成基準

によっている。

なお、平成21年３月31日以前に着手した工事契約につい

ては工事完成基準によっているが、工期２年以上かつ請

負金額50億円以上の工事については、工事進行基準によ

っている。

(5) 消費税等の会計処理 税抜方式によっている。
(6) 会計方針の変更

資産除去債務に関する会計基準の適用

「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31日)及び「資産除去債

務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日)を当期から

適用している。これにより、当期の営業利益、経常利益がそれぞれ２百万円、税引前当期純利益

が62百万円減少している。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は74百万

円である。

(7) 表示方法の変更

「仮受消費税等」は負債純資産総額の100分の１を超えたため、区分掲記した。なお、前期末は

流動負債の「その他」に1,365百万円含まれている。

２．貸借対照表に関する注記

(1) 担保に供している資産および担保に係る債務

①下記の資産は長期借入金44百万円（うち短期借入金へ振替５百万円）および預り金120百万円の

担保に供している。

建 物 98百万円

土 地 54百万円

　 計 153百万円

②下記の資産は関係会社のシールド機製作・納入に係る保証金として担保に供している。

現金預金（定期預金） 100百万円
③下記の資産は関係会社の借入金の担保に供している。

関係会社株式 74百万円
④下記の資産はPFI事業の契約履行義務等の担保に供している。

投資有価証券 1百万円
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(2) 有形固定資産の減価償却累計額 　 13,520百万円
　(3) 保証債務

　関係会社のシールド機製作・納入に係る保証を行っている。 260百万円
　(4) 関係会社に対する金銭債権および金銭債務

関係会社に対する短期金銭債権 9,533百万円

関係会社に対する短期金銭債務 1,005百万円

関係会社に対する長期金銭債権 4,551百万円
(5) 工事損失引当金に対応する未成工事支出金の金額

損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金と工事損失引当金は、相殺せずに両建て

で表示している。損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金のうち、工事損失引当

金に対応する額は1,797百万円である。

(6) 資産の所有目的の変更

所有目的の変更により、不動産事業支出金から有形固定資産の土地へ151百万円振替えている。

３．損益計算書に関する注記

(1) 工事進行基準による完成工事高 114,962百万円
(2) 売上高のうち関係会社に対する部分 2,617百万円
(3) 売上原価のうち関係会社からの仕入高 2,348百万円

(4) 完成工事原価のうち工事損失引当金繰入額 664百万円

(5) 関係会社との営業取引以外の取引高 247百万円

(6) 研究開発費の総額 577百万円

４．株主資本等変動計算書に関する注記

　自己株式の種類および株式数に関する事項

株式の種類 前 期 末 株 式 数 当期増加株式数 当期減少株式数 当 期 末 株 式 数

普通株式 28,496,086株 56,428株 3,102株 28,549,412株

(注) 1．増加は、単元未満株式の買取りによるものである。
2．減少は、単元未満株式の買増請求による売渡しによるものである。
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５．税効果会計に関する注記

　繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

繰越欠損金 10,202百万円
有価証券評価損等 3,821百万円
貸倒引当金 2,894百万円
たな卸資産評価損等 2,407百万円
退職給付引当金 1,901百万円
工事損失引当金 1,693百万円
賞与引当金 730百万円
工事未払金・未払費用等 528百万円
債権の貸倒償却 228百万円
その他 275百万円

繰延税金資産小計 24,684百万円

評価性引当額 △24,684百万円

繰延税金資産合計 ―百万円

繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 △3,981百万円

固定資産圧縮積立金 △2,215百万円

その他 △8百万円
繰延税金負債合計 △6,205百万円

繰延税金負債の純額 △6,205百万円

６．リースにより使用する固定資産に関する注記

　リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

(1) リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額および期末残高相当額

取 得 価 額 相 当 額
減 価 償 却 累 計 額
相 当 額

期 末 残 高 相 当 額

機 械 ・ 運 搬 具 32百万円 27百万円 4百万円

工 具 器 具 ・ 備 品 30百万円 25百万円 4百万円

合 計 62百万円 53百万円 9百万円

(2) 未経過リース料期末残高相当額

１ 年 内 8百万円

１ 年 超 0百万円

　合 計 9百万円

なお、取得価額相当額および未経過リース料期末残高相当額は、未経過リース料期末残高が有形

固定資産の期末残高等に占める割合が低いため、支払利子込み法により算定している。
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(3) 支払リース料および減価償却費相当額

支払リース料 13百万円

減価償却費相当額 13百万円

(4) 減価償却費相当額の算定方法

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。

７．関連当事者との取引に関する注記

　関連会社等

属性 会社等の名称
議決権の
所有割合

関係内容 取引の内容 取引金額 科目 期末残高

子会社 太平不動産㈱
所有

直接100％

資金の援助

役員の兼任

資金の貸付 7,215百万円
短期貸付金
および

長期貸付金
9,475百万円

利息の受取 186百万円 ― ―

(注) 資金の貸付に係る金利については、市場金利を勘案して合理的に決定している。なお、担保は受
け入れていない。

８．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たりの純資産額 561円56銭

(2) １株当たりの当期純利益 17円98銭

９．記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示している。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書

平成23年５月７日

株式会社 奥 村 組
　
取 締 役 会 御中 有限責任監査法人 トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 石黒 訓 ㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 生越 栄美子 ㊞

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社奥村組の平成

22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわ

ち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記

表について監査を行った。この連結計算書類の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽の表

示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎

として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によっ

て行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討すること

を含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎

を得たと判断している。

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる企業会計の基準に準拠して、株式会社奥村組及び連結子会社から成る企業

集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点に

おいて適正に表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記

載すべき利害関係はない。

以 上
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会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書

平成23年５月７日

株式会社 奥 村 組
　
取 締 役 会 御中 有限責任監査法人 トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 石黒 訓 ㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 生越 栄美子 ㊞

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社奥村組

の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第74期事業年度の計算書類、す

なわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びに

その附属明細書について監査を行った。この計算書類及びその附属明細書の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から計算書類及びその附属

明細書に対する意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に

重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査

は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並び

に経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附

属明細書の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として

意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に

公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明

細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示し

ているものと認める。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記

載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告書 謄本

監 査 報 告 書

当監査役会は、平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第74期事業年度
の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議
の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告します。

１．監査役および監査役会の監査の方法およびその内容
監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状

況および結果について報告を受けるほか、取締役等および会計監査人からその
職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職

務の分担等に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図
り、情報の収集および監査の環境の整備に努めるとともに、取締役会その他重
要な会議に出席し、取締役および使用人等からその職務の執行状況について報
告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社および
主要な事業所において業務および財産の状況を調査しました。また、事業報告
に記載されている取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保
するための体制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとし
て会社法施行規則第100条第１項および第３項に定める体制の整備に関する取
締役会決議の内容および当該決議に基づき整備されている体制（内部統制シス
テム）について、取締役および使用人等からその構築および運用の状況につい
て定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明しました。子会
社については、子会社の取締役および監査役等と意思疎通および情報の交換を
図り、必要に応じて事業の報告を求め、その業務および財産の状況を調査しま
した。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告およびその附属明細
書について検討しました。
さらに各監査役は、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を

実施しているかを監視および検証するとともに、会計監査人からその職務の執
行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査
人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算
規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10
月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じ
て説明を求めました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る計算書類（貸
借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書および個別注記表）およびその
附属明細書ならびに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株
主資本等変動計算書および連結注記表）について検討しました。
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２．監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

一 事業報告およびその附属明細書は、法令および定款に従い、会社の状況

を正しく示しているものと認めます。

二 取締役の職務の執行に関する不正の行為または法令もしくは定款に違反

する重大な事実は認められません。

三 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めま

す。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容および取締

役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

(2) 計算書類およびその附属明細書の監査結果

会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法および結果は相当であ

ると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果

会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法および結果は相当であ

ると認めます。

　 平成23年５月11日

株式会社 奥 村 組 監査役会

常 勤 監 査 役 角倉正治郎㊞

常 勤 監 査 役 西 上 雄 策㊞

監 査 役 伊 藤 愼 二㊞

監 査 役 出 島 信 彦㊞

監 査 役 髙 橋 義 雄㊞

(注) 監査役 伊藤愼二、出島信彦、髙橋義雄の３名は、社外監査役であります。

以 上
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株主総会参考書類

議案および参考事項

第１号議案　剰余金の処分の件

当社は、利益配分につきましては経営上の最重要課題の一つと認識しており、

財務状況等を総合的に勘案して、かねてよりの安定配当１株当たり９円または業

績に対応するものとして配当性向が50％に相当する額のいずれか高い方を配当す

ることを基本方針としております。

当期の期末配当および剰余金の処分につきましては、この基本方針に基づき次

のとおりとさせていただきたいと存じます。

１．期末配当に関する事項

(1) 配当財産の種類

金銭

(2) 株主に対する配当財産の割当てに関する事項およびその総額

当社普通株式１株につき金９円 総額 1,797,990,489円

(3) 剰余金の配当が効力を生じる日

平成23年６月30日

２．剰余金の処分に関する事項

(1) 増加する剰余金の項目およびその額

別途積立金 1,800,000,000円

(2) 減少する剰余金の項目およびその額

繰越利益剰余金 1,800,000,000円
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第２号議案　取締役９名選任の件

現任取締役９名は、本総会終結の時をもって全員任期満了となりますので、取

締役９名の選任をお願いいたしたいと存じます。

取締役候補者は次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
(生 年 月 日)

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
所有する当
社株式の数

1
奥
お く む ら

村　 太 加 典
た か の り

(昭和37年３月15日生)

昭和61年４月 当社入社

903,608株
平成６年６月 当社取締役

平成13年４月 当社常務取締役

平成13年12月 当社代表取締役社長(現任)

2
平
ひ ら こ

子　 高
た か い く

育

(昭和23年２月12日生)

昭和49年１月 当社入社

98,370株

平成16年４月 当社執行役員

平成16年６月 当社取締役 執行役員

平成20年１月 当社取締役 常務執行役員

平成22年６月 当社代表取締役 専務執行役員(現任)

平成22年６月 当社管理本部長(現任)

3
山
や ま ぐ ち

口　 俊
と し お

男

(昭和22年12月20日生)

昭和46年４月 当社入社

52,825株

平成17年６月 当社執行役員

平成20年１月 当社常務執行役員

平成20年６月 当社取締役 常務執行役員

平成22年４月 当社東京本社営業担当(現任)

平成22年６月 当社取締役 専務執行役員(現任)

4
高
た か み

見　 一
か ず お

夫

(昭和25年11月７日生)

昭和48年４月 当社入社

50,714株

平成16年６月 当社執行役員

平成20年10月 当社常務執行役員

平成20年10月 当社東日本支社長(現任)

平成21年６月 当社取締役 常務執行役員(現任)

5
青
あ お き

木　 浩
こ う ぞ う

三

(昭和22年９月６日生)

昭和41年３月 当社入社

46,780株

平成18年６月 当社執行役員

平成20年10月 当社常務執行役員

平成20年10月 当社西日本支社長(現任)

平成21年６月 当社取締役 常務執行役員(現任)
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候補者
番 号

氏 名
(生 年 月 日)

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
所有する当
社株式の数

6
土
つ ち や

谷　 誠
まこと

(昭和22年７月27日生)

昭和47年４月 当社入社

60,732株

平成15年６月 当社執行役員

平成16年６月 当社取締役 執行役員

平成18年６月 当社執行役員

平成19年３月 当社参与

平成21年４月 当社執行役員

平成21年６月 当社取締役 執行役員

平成22年４月 当社土木本部長(現任)

平成22年６月 当社取締役 常務執行役員(現任)

7
小
こ ば や し

林　 俊
と し お

雄

（昭和26年９月28日生）

昭和49年４月 当社入社

26,521株
平成20年１月 当社執行役員

平成22年６月 当社取締役 執行役員(現任)

平成22年10月 当社東日本支社副支社長(現任)

8
藤
ふ じ お か

岡　 誠
せ い い ち

一

（昭和27年６月１日生）

昭和52年４月 当社入社

27,724株
平成22年４月 当社執行役員

平成22年４月 当社建築本部長(現任)

平成22年６月 当社取締役 執行役員(現任)

9
水
み ず の

野　 勇
ゆ う い ち

一

(昭和28年７月22日生)

昭和54年４月 当社入社

26,886株平成20年10月 当社東日本支社副支社長(現任)

平成22年６月 当社取締役 執行役員(現任)

(注) 各候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
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第３号議案　監査役１名選任の件

現任監査役角倉正治郎氏は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、

監査役１名の選任をお願いいたしたいと存じます。

なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。

監査役候補者は次のとおりであります。

氏 名
(生 年 月 日)

略歴、地位および重要な兼職の状況
所有する当
社株式の数

＊竹
た け む ら

村　 勇
ゆ う じ

二

(昭和27年７月１日生)

昭和52年４月 当社入社

56,944株

平成16年４月 当社関西支社経理部長

平成19年４月 当社関西支社総務部長

平成20年10月 当社西日本支社経理部長

平成21年７月 当社監査室長(現任)

(注) 1. ＊印は、新任候補者であります。
2. 竹村勇二氏と当社との間に特別の利害関係はありません。

以 上
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〈メ モ 欄〉
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株主総会会場ご案内
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